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く
の
国
家
元
首
が
緊
急
課
題
と
し
て
、
特
に
水
問
題
を
取
り
上
げ
「
水
不
足
、
干
ば
つ
、
海
面
上

昇
、
国
境
を
越
え
た
水
協
力
の
欠
如
、
洪
水
に
対
す
る
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
な
ど
」
に

関
す
る
演
説
や
文
書
を
提
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
６
「
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に
」
の
数

字
は
、
水
不
足
が
世
界
人
口
の
４
０
％
以
上
に
影
響
を
及

ぼ
し
、
廃
水
の
８
０
％
が
未
処
理
の
ま
ま
、
河
川
や
海
に

排
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
す
べ
き
こ
と
、
ま
た
自
然

災
害
の
９
０
％
以
上
が
水
関
連
で
あ
り
、
今
後
数
年
間
で

水
循
環
が
激
化
す
る
こ
と
を
、
既
に
警
告
し
て
い
る
。
議

長
国
エ
ジ
プ
ト
は
、
適
応
型
水
管
理
シ
ス
テ
ム
を
、
気
候

変
動
適
応
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
中
心
に
置
く
た
め
の
政
治
的
な

努
力
、
実
践
的
行
動
、
知
識
の
共
有
、
能
力
開
発
を
促
進

す
る
目
的
と
し
た
「
水
適
応
と
回
復
力
の
為
の
行
動
指
針

（
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
ｅ
：A

ction for W
ater A

daptation and 
Resilience

）
を
宣
言
、
国
際
社
会
が
力
を
合
わ
せ
行
動

す
る
こ
と
を
成
果
に
織
り
込
ん
だ
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
７
に
は
約

　

エ
ジ
プ
ト
で
２
０
２
２
年
11
月
６
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
、「
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約

第
27
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
７
）」
は
「
シ
ャ
ル
ム
・
エ
ル
・
シ
ェ
イ
ク
実
行
計
画
」
に
合

意
し
て
閉
幕
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
７
の
大
き
な
論
点
の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
、
気
候
変
動
に
よ
る

「
損
失
と
損
害
（Loss and D

am
age

）」
に
対
す
る
補
償
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
気
候
変
動
の
悪

影
響
を
受
け
る
途
上
国
に
対
し
、
先
進
国
が
支
援
す
る
た
め
の
基
金
の
設
立
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ

と
で
あ
る
。

　

事
実
、
こ
の
基
金
設
立
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
た
め
に
会
期
が
２
日
間
も
延
長
さ
れ
た
。
Ｃ

Ｏ
Ｐ
会
議
は
、
本
来
は
気
候
変
動
に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
主
役
で
あ
っ
た
が
、
今
回
、
多

カレント寄稿

Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
７

 
～
気
候
変
動
の
危
機
は

　
　
　
　

水
の
姿
で
現
れ
る
～

カ
レ
ン
ト
寄
稿

吉よ
し

村む
ら　

和か
ず

就な
り

（
グ
ロ
ー
バル
ウ
ォ
ー
タ・ジ
ャ
パン 

代
表

国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構・技
術
普
及
委
員
長

日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム 

理
事

）UN Climate Press Release 20 November 2022

COP27　損失と損害に対する基金設立が合意



29 28カレント  2023. 1 カレント  2023. 1••

２
．
気
候
変
動
の
危
機
は
、
水
の
姿
と
な
っ
て
我
々
の
前
に
現
れ
る

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
７
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
焦
点
は
「
水
セ
ク
タ
ー
の
早
期
警
戒
と
早
期
適
応
行
動
の

促
進
」
で
あ
り
、
災
害
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
の
水
文
気
象
お
よ
び
気
候
情
報
交
換
の
重
要
性

が
強
調
さ
れ
た
。
国
連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
「
国
連
は
、
地
球
上
の
す
べ
て
の
人
々
が
５

年
以
内
に
水
に
関
す
る
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
の

行
動
を
主
導
す
る
」
と
述
べ
、
頻
発
す
る
干
ば
つ
と
水
不
足
に
適
応
す
る
た
め
の
行
動
と
し
て

「
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）」
の
役
割
も
強
調
さ
れ
た
。

　

論
争
の
的
に
な
っ
て
い
る
「
損
失
と
損
害
」
の
中
で
も
、
最
近
の
水
災
害
の
例
と
し
て
、
２
２

年
８
月
と
９
月
に
パ
キ
ス
タ
ン
で
２
０
０
０
万
人
以
上
が
、
人
道
支
援
が
必
要
な
壊
滅
的
な
洪
水

に
見
舞
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
、
過
去
40
年
間
で
最
悪
の
干
ば
つ
で
１
億
５

千
万
人
が
飢
餓
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

⑴　

水
へ
の
適
応
と
回
復
力
（
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
ｅ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
）
を
提
言

　

水
へ
の
適
応
と
回
復
力
の
た
め
の
新
し
い
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
、
水
の
重
要
性
を
反
映
し
、
Ｃ
Ｏ

２
０
０
カ
国
の
代
表
を
は
じ
め
４
万
５
千
人
以
上
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
ア
イ
デ
ア
や
解
決
策
を

共
有
し
今
後
の
気
候
変
動
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
が
話
し
合
わ
れ
た
。

１
．
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
７
の
主
な
成
果
…
…
損
失
と
損
害
に
対
す
る
基
金
設
立

　

各
国
政
府
は
、
開
発
途
上
国
（
特
に
脆
弱
な
国
々
）
へ
の
損
失
と
被
害
へ
の
対
応
を
支
援
す
る

為
に
、
新
し
い
資
金
調
達
の
取
り
決
め
と
専
用
基
金
を
設
立
す
る
と
い
う
画
期
的
な
決
定
を
下
し

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
年
間
１
千
億
米
ド
ル
を
共
同
で
拠
出
す
る
と
い
う
先

進
国
締
結
国
の
目
標
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
途
上
国
か
ら
深
刻
な
懸
念
が
表
明
さ
れ
、
Ｃ

Ｏ
Ｐ
２
７
で
は
合
計
２
億
３
千
万
米
ド
ル
を
超
え
る
新
た
な
誓
約
が
行
わ
れ
、
２
０
３
０
年
ま
で

に
、
具
体
的
な
解
決
策
を
通
じ
、
脆
弱
な
途
上
国
に
住
む
人
々
の
回
復
力
を
強
化
す
る
「
適
応
ア

ジ
ェ
ン
ダ
（
30
目
標
項
目
）」
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
は
、
低
炭
素
社
会
へ
の
世
界
的
な
変

革
に
は
、
少
な
く
と
も
年
間
４
～
６
兆
米
ド
ル
の
投
資
が
必
要
と
な
る
予
想
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

２
３
年
開
催
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
８
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
ド
バ
イ
開
催
）
で
、
資
金
調
達
と
基
金
の
運
用
方
法

に
つ
い
て
勧
告
を
行
う
「
移
行
委
員
会
」
を
設
立
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
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Ｐ
２
７
で
発
表
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
７
議
長
国
が
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
の
支
援
を
受
け
て

起
草
し
た
「
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
ｅ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
は
会
期
中
の
11
月
14
日
を
水
の
日
と
し
て
開
始
さ
れ

た
。
多
く
の
利
害
関
係
者
と
国
連
機
関
の
集
合
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
３
項
目
の
目
標
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。

・
世
界
中
の
水
損
失
と
損
害
を
２
０
３
０
年
ま
で
に
５
０
％
減
ら
し
、
水
供
給
を
改
善
す
る
。

・
協
力
的
な
水
関
連
の
適
応
行
動
と
、
そ
の
共
同
利
益
の
た
め
の
政
策
と
方
法
の
実
施
を
提
案

し
、
支
援
す
る
。

・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２
０
３
０
、
特
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
６
を
達
成
す
る
た
め
に
、
水
と
気
候
変
動
対
策
の
協

力
と
相
互
連
携
を
促
進
す
る
。

　

会
議
の
中
で
は
、
極
端
な
気
象
現
象
の
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
に
加
え
、

持
続
可
能
な
排
水
管
理
、
衛
生
政
策
と
戦
略
、
水
に
関
す
る
省
エ
ネ
経
路
の
促
進
な
ど
が
話
題
と

な
り
、
結
論
と
し
て
水
資
源
政
策
と
国
家
の
気
候
変
動
対
策
を
結
び
付
け
気
候
変
動
が
水
資
源
と

そ
の
需
要
に
及
ぼ
す
長
期
的
な
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
準
備
と
適
応
策
を
支
援
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
Ｗ
Ｍ
Ｏ
の
エ
レ
ナ
・
マ
ナ
エ
ン
コ
ワ
博
士
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
副
事
務
総
長
）
は
「
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
ｅ

は
、
す
べ
て
の
人
々
の
た
め
の
早
期
警
告
を
実
施
す
る
実
用
的
な
手
段
」
で
あ
り
、
各
国
の
リ
ー

ダ
ー
に
向
け
気
候
変
動
に
備
え
る
世
界
各
国
の
為
に
水
と
、
そ
れ
に
関
す
る
情
報
提
供
を
促
進
す

る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

　

さ
い
ご
に

　

今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
７
の
最
大
の
成
果
は
「
損
失
と
損
害
」
基
金
の
設
立
で
合
意
し
た
こ
と
で
あ

る
が
、
パ
リ
協
定
の
「
１
・
５
℃
」
目
標
の
達
成
に

向
け
た
手
続
き
上
の
討
議
は
行
わ
れ
た
が
、
緩
和
策

に
対
す
る
野
心
的
な
目
標
設
定
に
就
い
て
は
進
展
が

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
も
う
一
つ
の
焦
点
だ
っ
た

「
緩
和
緊
急
拡
大
作
業
計
画
」
に
も
新
し
い
目
標
が

課
せ
ら
れ
ず
、
結
論
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は

実
効
性
の
乏
し
い
内
容
と
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
Ｃ

Ｏ
Ｐ
２
７
で
は
天
然
資
本
で
あ
る
水
問
題
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
今
回
討
議

さ
れ
た
「
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
ｅ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
の
行
方
が
、

次
回
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
８
に
密
接
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
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